
　京都大学は，創立以来築いてきた自由の学風を継承し，発展させつつ，多元的な課題の解決に挑戦し，地球社会

の調和ある共存に貢献するため，自由と調和を基礎に，ここに基本理念を定める。 

研　　究 

1．京都大学は，研究の自由と自主を基礎に，高い倫理性を備えた研究活動により，世界的に卓越した知の創造を行

う。 

2．京都大学は，総合大学として，基礎研究と応用研究， 文科系と理科系の研究の多様な発展と統合をはかる。 

教　　育 

3．京都大学は，多様かつ調和のとれた教育体系のもと，対話を根幹として自学自習を促し，卓越した知の継承と創造

的精神の涵養につとめる。 

4．京都大学は，教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ，地球社会の調和ある共存に寄与する，優れた研究者と高

度の専門能力を持つ人材を育成する。 

社会との関係 

5．京都大学は，開かれた大学として，日本および地域の社会との連携を強めるとともに，自由と調和に基づく知を社会

に伝える。 

6．京都大学は，世界に開かれた大学として，国際交流を深め，地球社会の調和ある共存に貢献する。 

運　　営 

7．京都大学は，学問の自由な発展に資するため，教育研究組織の自治を尊重するとともに，全学的な調和をめざす。 

8．京都大学は，環境に配慮し，人権を尊重した運営を行うとともに，社会的な説明責任に応える。 

基本理念 

　京都大学は，その伝統によって培われた自然への倫理観と高度な学術性や国際的視野を活かし，環境保全のため

の教育と研究を積極的に推進し，社会の調和ある共存に貢献する。 

　また，本学は，人類にとって地球環境保全が最重要課題の一つであると認識し，大学活動のすべてにおいて環境

に配慮し，大学の社会的責務として環境負荷の低減と環境汚染の防止に努める。 

基本方針 

1．環境保全の活動を積極的に進めるため，本学のすべての構成員（教職員，学生，常駐する関連の会社員等）の協

力のもと，継続性のあるマネージメントシステムを確立する。 

2．教育・研究活動において，環境に影響を及ぼす要因とその程度を充分に解析し，評価するとともに，環境保全の向

上に努める。 

3．環境関連の法令や協定を遵守することはもとより，可能な限り環境負荷を低減するため，汚染防止，省資源，省エ

ネルギー，廃棄物削減等に積極的に取り組み，地域社会の模範的役割を果す。 

4．環境マネージメントシステムをより積極的に活用し，地域社会と連携しつつ，本学の構成員が一致して環境保全

活動の推進に努める。 

5．本学構成員に環境保全活動を促す教育を充実させるとともに，環境保全に関連する研究を推進し，その成果を社

会へ還元する。 

6．本学が教育と研究における国際的拠点であることから，環境保全面での国際協力に積極的な役割を果す。 

7．環境監査を実施して，環境マネージメントシステムを見直し，環境保全活動の成果を広く公開する。 
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